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演習問題 1 

演習問題 1 では、テキストで使用した、「access_data_for_text.xlsx」を取り込んだ access

ファイルを使用します。作成していない場合は、テキストの「5.5 テーブルのインポート(作

成)」を参考に、access ファイルを作成してください。 

 

(1) クエリを使って名簿番号、氏名、シメイを表示し、シメイを昇順で並べ替えてくださ

い。 

※ヒント※ 

クエリデザインビューで各種設定を行う。 

並び替え：指定フィールドのデータを基にソートを行う 

 

 

(2) クエリを使って、生年月日が 1980 年より前の人のみを表示してください。表示する内

容は名簿番号、氏名、生年月日です。 

※ヒント※ 

クエリデザインビューで各種設定を行う。 

抽出条件：指定フィールド内から任意のデータを取り出す 

例（名簿番号フィールド） 

・名簿番号が 20 未満のデータを取り出したい  条件 <20 など 

 

 

(3) クエリを使って、名簿にある男性の現在利用可能な連絡先を表示してください。表示

する内容は名簿番号、氏名、性別、連絡先です。 

※ヒント※ 

クエリデザインビューで各種設定を行う。 

表示：チェックを外すとデータを表示しない 

抽出条件：指定フィールド内から任意のデータを取り出す 

例（名簿番号フィールド） 

・名簿番号が 20 未満のデータを取り出したい  条件 <20 など 
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演習問題 2（応用編） 

(1) 配布資料「access_data_for_practice2.xlsx」のデータを Access へインポートし、テー

ブルを作成してください。 

データ出典：人口推計（総務省）を基に加工 

 

※ヒント※ 

データ型は以下のようにする。 

 ID →『整数型』 

 全国・都道府県、男女別、人口 →『短いテキスト』 

 平成 17 年~令和元年 →『長整数型』 

また、主キーは『ID』とする。 

 

 

図 2 インポート結果 

図 1 配布資料の内容 
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(2) クエリを作成し、男性の総人口推計を表示させてください。 

表示する内容：「全国・都道府県」、「平成 17 年」～「令和元年」 

 

※ヒント※ 

クエリデザインビューで各種設定を行う。 

並び替え：指定フィールドのデータを基にソートを行う 

表示：チェックを外すとデータを表示しない 

抽出条件：指定フィールド内から任意のデータを取り出す 

例（全国・都道府県フィールド） 

・北海道のデータのみ取り出したい  条件 “北海道” など 

・東京都のデータのみ取り除きたい  条件 Not “東京” など 

 

(3) クエリを作成し、「全国」を除く令和元年の各都道府県人口数を降順で表示させてくだ

さい。 

表示する内容：「全国・都道府県」、「令和元年」 

※データは男女計かつ総人口 

図 3 作成したクエリ 

図 4 作成したクエリ 
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※ヒント※ 

(2)と同様にデザインビューを調整する。 

 

(4) 日本の人口推計グラフを作成してください。 

～手順～ 

① クエリを編集し、全国の人口データ（男女計、総人口、各年）のみ表示させる 

② Access のエクスポート機能を使って Excel へ出力する 

※注 事前にクエリの保存が必要！作成したクエリを開いた状態で保存ボタン  

③ Excel 上で折れ線グラフを作成 

 

 

 

 

※ヒント※ 

・Excel へのエクスポート方法 

図 7 に示される赤枠①をクリックし、抽出するデータを選択 

→外部データタブ→エクスポート欄の Excel をクリック 

図 5 作成したクエリ 

図 6 エクセルで作成したグラフ 
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→「ファイル名」欄で保存する場所とファイル名を指定する 

→OK ボタンをクリック 

  

① ② 

図 7 エクセルファイルへのエクスポートエクスポート方法 
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演習問題 3（応用編） 

演習問題 3 では、「DB_for_practice3.accdb」を使用します。このファイルは、ある会社

のデータベースです。ダブルクリックしてこのデータベースファイルを開いてください。

（このファイルには４つのテーブルがあり、そのテーブル同士のリレーションシップが設

定済です。） 

 

ファイルを開いたら、各テーブルを開いてテーブルの内容を確認してください。また、

リレーションシップから、各テーブルのつながりを確認するには、[データベースツール]タ

ブの[リレーションシップ]をクリックします。 

 

(1) 「支店マスター」のテーブルを作成してください。テーブルの内容は表 1・表 2 を参

照してください。 

表 1 フィールド 

フィールド名 データ型 フィールドサイズ フィールドプロパティ 

支店コード オートナンバー型 長整数型 

主キー 

新規レコードの値：インクリメント 

インデックス：はい（重複なし） 

支店名 短いテキスト 30 
インデックス：いいえ 

IME 入力モード：オン 

電話番号 短いテキスト 13 
インデックス：いいえ 

IME 入力モード：オフ 

 

表 2 入力するデータ 

支店コード 支店名 電話番号 

1 東京 03-XXXX-XXXX 

2 神奈川 04-XXXX-XXXX 

3 千葉 04-XXXX-XXXX 

4 埼玉 04-XXXX-XXXX 

図 8 リレーションシップの表示 
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(2) クエリを使って、「東京都の顧客リスト」を作成してください。顧客マスターの中から、

住所が東京都のもののみを表示します。表示する内容は顧客 ID、会社名、郵便番号、

住所、電話番号、FAX 番号です。 

※ヒント※ 

クエリデザインビューで各種設定を行う。 

抽出条件：指定フィールド内から任意のデータを取り出す 

例（名簿番号フィールド） 

・名簿番号が 20 未満のデータを取り出したい  条件 <20 など 

 

 

(3) クエリを使って、「売上一覧」を作成してください。表示する内容は表 3 を参照してく

ださい。 

 

表 3 クエリに表示するフィールド一覧 

フィールド： 

テーブル： 

売上 ID 顧客 ID 会社名 電話番号 

売上 売上 顧客マスター 顧客マスター 

 

 

 

商品コード 商品名 社員 ID 社員名 

売上 商品マスター 売上 社員マスター 
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